
「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業



●児童生徒が、
中学校区の豊かな自然や
歴史・文化、産業等の学びを介し、

夢を育み未来を切り拓く力
を養う。

●児童生徒の学びを
学校・家庭・地域が一体となって

支える体制づくりを構築する。

「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業

● 主体的に判断できる力

● 多様な人々と協働していくことが

できる力

● 新たな価値を創造する力、

新たな問題を発見し解決できる力

ねらい

未来を切り拓く力



「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業

□ 幼小中の一貫した教育の充実
（保幼小中連携の充実・発展、主体的・対話的で深い学びの創造）

□ 「社会に開かれた教育課程」と特色ある学校づくり活動の系統化
（取組の整理、教科等横断的な視点）

□ 学校・家庭・地域が一体となって取り組む体制の確立
（コミュニティ・スクールの導入、既存の組織の再編）

取組の柱

東部中学校区ならではの学び

「義務教育9年間で子どもを育む」



未来を切り拓く力

東部中学校区でめざす子どもの姿

東部中学校

機殿小学校 揥水小学校 朝見小学校

西黒部小学校 東黒部小学校 漕代小学校

揥水幼稚園

各校・園のめざす子どもの姿

「じぶんから」 夢と責任を持ち、自らたくましく行動する子
「みんなと」 なかまや多様な人々とともに、学び合い高め合う子
「ここで」 地域を愛し、東部の未来をつくる子

じぶんから みんなと ここで 育つ

主体性

協働性

創造性



「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業

各校の探究学習の充実

各校



「未来を切り拓く力」育成モデル校区事業

連携の在り方（CSとの協働）

各校

人

こと もの

地域
の
材

地域の人とつながり

地域の材を学びに

東部中学校区ならでは


